【経由順： 組委員／班長 → 組長（組会の承認）→ 教務所長】
小松大聖寺教区宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年
慶讃事業計画
2025年4月9日策定
2025年10月1日更新
慶讃事業推進委員会
教区慶讃テーマ　南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう
　　　　（サブテーマ検討中）２０２５年・２０２６年春　　各地域における慶讃花まつり
２０２７年春　　　　　　　　各地域における慶讃巡回法要
２０２７年５月２２日（土）　教区慶讃法要


[bookmark: _Hlk164088097]◆慶讃法要の意義 ― 宗祖の御誕生と立教開宗 ―
２０２３年春の本山での慶讃法要の円成を経て、教区としての慶讃法要をはじめとする慶讃事業について、慶讃事業推進委員会において事業計画を策定しました。
あらためて慶讃法要の意義を確かめてみますと、「慶讃」とは、「慶喜奉讃」の略で、宗祖親鸞聖人の「上宮皇子方便し／和国の有情をあわれみて／如来の悲願を弘宣せり／慶喜奉讃せしむべし」（『皇太子聖徳奉讃』）という和讃に由来しています。「慶」とは「うべきことをえて、のちによろこぶこころなり」（『一念多念文意』）とあるように、信心を得たよろこびと知恩の感動をいいます。また、「奉讃」とは「ほめたてまつるべし」という意味で、知恩の感動とともに必然して起こるべき報徳の歩みと意欲のことです。
宗祖親鸞聖人が遺された『教行信証』は、その自筆本である坂東本が私たちの先達のご苦労によって今に伝えられています。最晩年まで手を加え書き直された跡からは、法然上人はもとより出遇われた多くの先達や御同朋とともに念仏される中、御自身の人生を問いたずね続け、浄土の真宗を顕かに遺してくださったことが思い知らされます。
以後、私たちの教区においては、室町時代にいたっては真宗を再興された蓮如上人とのつながりの中で御講が結成され、念仏の讃嘆と本山の護持が続けられ、戦国時代にいたっても織田信長との石山合戦を戦った顕如・教如上人とのつながりの中で御講が続けられてきました。近代にいたって宗門は、両堂再建巳来、法義相続・本廟護持の精神の中で同朋会運動が推進され、蓮師・宗祖の御遠忌や慶讃法要においてその確かめがなされてきたことです。
教区慶讃法要は、南無阿弥陀仏を申して、人と生まれたことの意味を知り、その恩によろこび応えていくことを「御誕生の意義」として明らかにし、本願念仏の教えを拠りどころとして生きてきた先人の願いを受け継ぎ、次の世代に継承していくことを「立教開宗の意義」として自身のうえに明らかにしていく時と場となることを願いとしています。
◆重点施策 ― 青少幼年教化と次世代の門徒教化 ―
教区内で行った慶讃事業に関する聞き取り調査に寄せられた意見に即応し、宗祖の「御誕生」と「立教開宗」を慶讃するこのたびの法要を「青少幼年教化」と「次世代の門徒教化」に注力する大切な機縁として位置付け、法要をお迎えしていく事前の教化事業を計画しました。
具体的には、教区・組（そ）・組(くみ)／小会が連携をとって、各地域において「子ども会」や「花まつり」、「誕生会」、「巡回慶讃法要」等を開催していただきます。
地域の寺院と組門徒会が組(くみ)／小会の事業として共に連帯・協働するため、教区教化委員会・組教化委員会・教区所属団体も既存の事業にとどまらず支援・協力する体制を整えていきます。
今回の慶讃事業の勝縁に出遇っていただきたい方々は次世代のご門徒です。次世代のご門徒とは６０歳～７５歳ぐらいまでの世代であり、今後、寺院や御講を担っていただきたい方々です。その世代の方々は、親の葬儀を勤められた方々が多く、その葬儀・法事を通して、寺院や浄土真宗に関心を向けられます。その機会を大切なご縁ととらえて、僧侶・寺族はもちろん、地域のご門徒方の先輩方はその方々の気持ちを汲み取り、丁寧に対話し、親子で慶讃花まつりや慶讃巡回法要、そして、稚児行列を含む慶讃法要にともに参拝していただくことを願って取り組みを推進していきます。
[bookmark: _Hlk183791608]１　重点施策　青少幼年教化　慶讃花まつり　【第１教化部会】　　　　　　　　　　　　　　　
２０２４年度青少幼年教化事業
（１）名称	慶讃花まつり
（２）趣旨	宗祖の「御誕生」・「立教開宗」の慶讃を機に「青少幼年教化」の充実の願いが実現し、継続されていくことを期し、教区・組（そ）・組(くみ第1組）／小会（第2組）が連携して、各地域における「子ども会」や「花まつり」、「誕生会」等について、法要をお迎えする前から取り組みを始め、法要の後にも持続されることを期します。
（３）主催	①第１組教化委員会
　　　　　	②大聖寺町内寺院
	＊2024年度は、第1組内において既に実施予定である上記主催の「花まつり」を慶讃事業として助成する。
（４）会場	①第１組内寺院　　　第１組 興宗寺（小松市月津町ラ３６番地）
　　　　　	②大聖寺町内の寺院　第１組 願成寺（加賀市大聖寺鍛冶町９番地甲）
（５）期日	①２０２５年５月１１日（日）９時３０分～１１時３０分
　　　　　	②２０２５年４月１９日（土）１０時～正午
（６）内容	正信偈のお勤め、供灯供花、灌仏、法話、回向曲の唱和＊
	白象パレード、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ（段ボール迷路）、記念写真撮影など
	＊回向曲を皆で歌い、慶讃法要までに広まることを期す。【回向曲】2011年宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌音楽法要曲として新実徳英氏により作曲されたもの。
願わくは　一切世界の人々と　この出会いの喜びを　みな平等に分かち合い
ともに仏になる心 (こころ)発 (おこ)して　阿弥陀みほとけの　安楽国に生 (あ)れ　生きてはたらく身とならん


（７）周知方法	教務所たよりにて告知、全寺院、大聖寺地区世話方にチラシを送付。
（８）教区助成	①②に対して各１０万円を組に対して助成。
（９）予算	総額２５０，０００円（助成金20万円、備品費5万円）2024年度決算20万円。
（10）備考	寺族、組門徒会員、慶讃事業第１教化部会委員、教区教化委員、教区所属団体会員等は、開催地にて見学・支援を行い、次年度の自らの地域における開催のため参考にしてもらう。
２０２５年度青少幼年教化事業
（１）名称	慶讃花まつり　＊内容によって名称変更可。
（２）趣旨	２０２４年度に同じ。
（３）主催	①第１組組（くみ）　組委員を中心に、組(くみ)内寺院と組門徒会が共催する。
	②第２組小会　　　　正副班長を中心に、小会寺院と組門徒会が共催する。
	＊その他、小松大谷高校などと連携し有志が中心となって開催する形態も可。
（４）会場	①第１組内寺院もしくは公民館等で５か所（各組で１か所）
	②第２組内寺院もしくは公民館等で８か所（各小会で１か所）
	＊その他、組(くみ)／小会内の複数か所での開催や小松大谷高校など（全３か所）
（５）期間	２０２６年３月から６月（助成金申請は６月10日まで。開催はそれ以降も可。）
（６）内容	組(くみ第1組）／小会（第2組）において企画する。
	（例）正信偈のお勤め、供灯供花、灌仏、回向曲の唱和＊、法話、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、白象ﾊﾟﾚｰﾄﾞ（白象を会場に設置するだけでも可）、記念写真撮影など
	＊回向曲を皆で歌い、慶讃法要までに広まることを期す。
[bookmark: _Hlk210901217]（７）企画立案	助成申請書の項目（参加対象者・呼びかけ方法・出仕者・講師・スタッフ・予算等）に準じて、組(くみ)・小会で企画立案し、助成申請書を組会または組委員会へ提出する。
（８）助成金	１か所につき１０万円を組に対して助成。
	組会または組委員会で承認後、組長から２０２５年６月１０日までに教務所へ助成申請書を提出する。
[bookmark: _Hlk188961326]（９）予算	総額１，８００，０００円（助成金160万円、備品費20万円）２０２５年度のみ。
（10）経費	助成金のほか、必要に応じ、組や組門徒会の会計から経費を支弁ください。
	（例）会場費、謝礼、食費、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ費、記念品代、広報費、事務費、施設賠償責任保険料等
（11）協力	教区女声合唱団沙羅の花、小松大谷高等学校合唱部、その他各学校のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ部等
	＊依頼は主催者から行う。
（12）支援	企画立案、開催に関する相談は教務所へお申し出ください。教化委員会や所属団体へ協力を求め、支援します。
（13）備品貸出
①教務所及び教務支所在庫の備品
	名称
	教務所在庫数
	教務支所在庫数

	花御堂
	２
	１

	誕生仏
	３
	１

	ひしゃく
	３
	１

	タライ
	３
	１

	白象
	１（中サイズ）
	２（小サイズ1、大サイズ1）

	真宗宗歌・恩徳讃・回向曲ＣＤ
	１
	１


②その他所有の備品（貸出依頼は主催者から行う）
	名称
	在庫数
	所有者

	段ボール迷路
	１
	第１組

	白象（大）
	１
	第１組毫攝寺

	ポップコーンマシン
	１
	第２組西照寺

	綿菓子マシン
	１
	第２組西照寺


２　重点施策　次世代の門徒教化　巡回慶讃法要　【第2教化部会】　　　　　　　　　　　　　
（１）趣旨	宗祖の「御誕生」・「立教開宗」の慶讃を機に「次世代の門徒教化」の充実の願いが実現し、継続されていくことを期し、教区・組・組(くみ第1組）／小会（第2組）が連携して、各地域における「巡回慶讃法要」について、法要をお迎えする前から取り組みを始め、法要の後にも持続されることを期します。
（２）名称	巡回慶讃法要
（３）主催	①第１組教化委員会　各組委員を中心に、組内寺院と組門徒会が共催する。
	②第２組各小会　正副班長を中心に、小会寺院と組門徒会が共催する。
（４）会場	①第１組内寺院もしくは公民館等で５か所（各組で１か所）
	②第２組内寺院もしくは公民館等で８か所（各小会で１か所）
	＊その他、組(くみ)／小会の複数か所での開催も可（全３か所）
（５）期間	２０２７年３月から５月上旬
（６）内容	一座法要　御影道中、勤行（正信偈 念仏和讃三淘）、回向曲の合唱＊、法話など
　　　　	講題： 教区慶讃テーマ　南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう
	― サブテーマ（検討中）―
	＊回向曲（3頁参照）を皆で歌い、慶讃法要までに広まることを期す。
（７）企画立案	助成申請書の項目（参加対象者・呼びかけ方法・出仕者・講師・スタッフ・予算等）に準じて、組(くみ)・小会で企画立案し、助成申請書を組会または組委員会へ提出する。
	＊２０２５年１２月１日まで別途「執行希望日報告書」を提出してください。
（８）助成金	１か所につき１５万円を組に対して助成。
	組会または組委員会で承認後、組長から教務所へ助成申請書を提出。
（９）予算	総額２，６５０，０００円（助成金240万円、備品費25万円）２０２６年度
（10）経費	助成金のほか、必要に応じ、組や組門徒会の会計から経費を支弁ください。
	（例）講師謝礼（交通費含む）、会場費（仏花・蝋燭・香・仏供等を含む）、合唱団謝礼（依頼した場合）、茶・茶菓子代、参拝者用しおり・開催案内チラシ印刷代等。
	＊チラシ雛形は慶讃事業推進委員会作成のものを使用可（主催者で調整、印刷）。
	＊垂れ幕は教務所で作成可（無料）。
（11）志納金・賽銭　会場に志納所または受付を設け、慶讃懇志を募ってもらい、慶讃特別会計の収入とする。慶讃懇志の記念品は慶讃事業推進委員会が調製する。
（12）協力	教区女声合唱団沙羅の花、小松大谷高等学校合唱部。＊依頼は主催者から行う。
（13）支援	企画立案、開催に関する相談は教務所へお申し出ください。教化委員会や所属団体へ協力を求め、支援します。
（14）御影	常磐会館及び常葉会館の宗祖御影を用いる。
（15）備品	御影を掛ける場所、必要な道具は主催者が準備する。
	＊郡中御影御輿（勸歸寺保管）、御輿車（教務所保管）の使用可。
３　広報事業　【広報部会】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）教区広報紙「まいろっさ」　毎年３月・９月定期発行［8ﾍﾟｰｼﾞ程度］
①慶讃法要特集（慶讃事業の紹介、開催告知・報告）
（２）「まいろっさ」瓦版　上記定期以外に必要に応じて［1～4ﾍﾟｰｼﾞ程度］
①事業の開催告知・報告
（３）組・小会・町の広報サポート
①慶讃花まつり・ 巡回慶讃法要のチラシ雛形の作成
②新聞折込などの広報手段に関する助言
③写真・動画撮影にかかる肖像権の問題に関する助言
（４）教区ホームページ
慶讃ページの設置　トップページからのリンクによる。
①慶讃告知動画
②趣旨、日程、事業内容
③報告動画YouTube（未定）
（５）法要ポスター・チラシ
（６）法要当日パンフレット
（７）写真撮影・録音（ビデオ記録については検討中）
（８）記録誌は作成しない。
（９）講演録を作成する場合は、特別会計閉鎖後となるため教区出版物会計において支弁する。
（10）予算	総額７６５，０００円（2025年度 印刷代6万5千円、2026年度 印刷代・記録費70万円）
	変更１，４７０，０００円（2025年度変更）
（11）その他
①広報部会は、教化委員会広報部門と連携し、部門委員は部会委員とする。
②花まつりなどで子どもの写真・動画の撮影に際して肖像権の問題について配慮する。あらかじめ案内チラシなどに取材があることや広報紙・ＨＰ等に掲載する場合があることを記載しておき、問題がある場合は当日申し出てもらい、撮影時に配慮する。
③写真・動画データの保存に必要な機器を必要に応じ確保する。
④教区ホームページの製作は外注しない（経費不要）。
４　記念事業　教行信証 法語テキスト（仮称）　【記念事業部会】　　　　　　　　　　　　　　
記念出版『教行信証 法語テキスト（仮称）』
（１）ｺﾝｾﾌﾟﾄ	　僧侶・門徒がともに『教行信証』を味読する。
	『教行信証』の法語を通して親鸞聖人のことばに触れ、僧侶・門徒が共に立教開宗の意義を確かめつつ慶讃法要をお迎えし、法要後も「御講の維持と活性化」のため継続して聞法の場で使用できるテキストを作成する。
（２）内容	『教行信証』の主な法語（現代語訳と原文）とその要点解説、執筆者の領解
	＊各巻の主な法語をいくつか挙げ、どの法語を取り上げるかは執筆者に一任する。
（３）執筆者	小松大聖寺教区所属で教学教化の中心的立場にある以下の３氏による分担執筆
	総序・教巻・行巻･･･滋野井光氏（第２組稱佛寺住職・教区教学研究室長）
	信巻・証巻・真仏土巻･･･一楽 真氏（第２組宗圓寺住職・大谷大学学長）
	化身土巻･･･佐野明弘氏（第１組浄泉寺衆徒・加賀市光闡坊住持・大谷専修学院長）第７章　：証巻（10ページ）
第８章　：真仏土巻（10ページ）
第９章　：化身土本巻①（10ページ）
第１０章：化身土本巻②（10ページ）
第１１章：化身土末巻①（10ページ）
[bookmark: _Hlk184630545]第１２章：化身土末巻②（10ページ）
第１章：総序（10ページ）
第２章：教巻（5ページ）
第３章：行巻（15ページ）
第４章：信巻①（10ページ）
第５章：信巻②（10ページ）
第６章：信巻③（10ページ）

（４）構成	Ａ５版　約１２０ページ　１２章立て　各章約１０ページ
（５）活用案	まず僧侶が教導会・坊守会等で輪読学習を行う。その後、同朋の会・推進員連絡協議会・大谷婦人会や組御講などにおいて、法話、座談に活用する。
	１回の聞法会で1章約10ページ進む。年間12回、1年で読み切りできる分量。
（６）発行部数	1,000部
（７）頒布価格	1,000円
（８）予算		総額４００，０００円（執筆謝礼、デザイン料、2026年度）
（９）その他		タイトル、装丁、挿絵デザイン、執筆謝礼、頒布方法等は今後検討。
		慶讃特別会計で作成費、教区出版物会計で印刷経費を支弁、売上金を収入する。
	３氏による法話・鼎談、法話動画の制作も今後検討する。
（10）ｽｹｼﾞｭｰﾙ　２０２５年４月～２０２７年３月
	2025年4月～
	執筆依頼・執筆開始（執筆期間約1年半）

	2026年9月末
	原稿提出

	2026年10月～
	編集・校正作業

	2027年2月末
	校了・印刷・納品

	2027年3月1日
	発行

	2027年3月～
	巡回慶讃法要等にて頒布、聞法会等で使用開始

	2027年5月22日
	教区慶讃法要


５　慶讃法要・帰敬式・式典　【法要部会】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）期日	２０２７年５月２２日（土）　前日帰敬式　於大聖寺教務支所 常葉会館
（２）会場	勸歸寺（郡中御影報恩講会所寺院の順番による）
（３）出向者	大谷暢裕門首（御親修）、大谷サチカ門首夫人
	定衆１人、堂衆１人、随行事務長１人（御親修に伴う派遣員）
	内局員、組織部長（郡中御影報恩講 門徒功労者表彰に伴う出向者）
（４）日程
	
	5月20日（木）
	5月21日（金）
	5月22日（土）

	午前
	前日準備
	門首夫妻到着

	御影道中、稚児行列、庭儀
慶讃法要兼郡中御影報恩講、門首挨拶
門徒功労者表彰、内局員挨拶、昼食

	午後
	前日準備
	帰敬式
小松大谷高等学校訪問
	回向曲の合唱
記念講演

	夜
	
	記念祝賀会
	


（５）帰敬式	
①会場	常葉会館（大聖寺教務支所）
②礼金	1人15,000円　＊常任委員会決定事項
③人数	最大196人（会場規模による試算値）
④法名	本山選定法名及び住職選定法名
⑤法話	講題「帰敬式の意義」
例年の教区帰敬式については、2026年9月なし、2027年9月あり。
（６）記念祝賀会	
①会場	加賀温泉のホテル
②人数	70～100人
③案内	全寺院、組門徒会、所属団体など
④会費	15,000円（宿泊費含まず）
⑤門首夫妻への記念品贈呈　牛首紬
⑥余興	加賀献木木遣り唄、大谷婦人会による親鸞音頭など
（７）郡中御影道中　各組門徒会、推進員連絡協議会、同朋の会代表者連絡協議会など
（８）稚児行列
①募集人数	100人
②参加費		必要経費に応じて設定
③衣装業者	相見積もり
④着付会場	勝光寺
（９）庭儀		有り（雨天時、勝光寺から渡り廊下を通じて勸歸寺への縁儀とする）
（10）法要次第	本廟部式務所からの次第案をもとに検討する。楽(雅楽)有り。
（11）回向曲の合唱　教区女声合唱団沙羅の花、小松大谷高校合唱部へ依頼する。
（12）記念講演　	延塚 知道（大谷大学名誉教授）
		立教開宗の意義。南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう
（13）予算		総額７，８６０，０００円（法要200、稚児行列100、帰敬式226、祝賀会120、	記念品70、会場設備費70万円）
（14）駐車場		小松六坊に協力依頼。その他、駅周辺駐車場を利用。
６　懇志、物品の調製、会計等　【財務部会】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）郡中御影の修復・保管に関する調査
[bookmark: _Hlk191375582]郡中御影の新調（本山から新たに授与を受ける）については、教区の御影として迎える位置づけ、保管と使用方途、現存する郡中御影との兼ね合いの問題があることから行わない。
郡中御影の修復・保管については、寺院・講活性化支援室における「講・御消息に関する調査」事業へ移管し専門家の意見を聞いたうえ検討する。
（２）懇志記念品（巡回慶讃法要等）・法要参拝記念品の調製
（３）予算編成　「総計画」及び「単年度予算」を編成する。
以上
裏面も記入してください。
